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「正 夫の 童話」 
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いってから、 少し 足 を ゆるめ、 小 首をかしげて、 あた 

リを 見廻しました。 そして ふと、 檜 葉の 茂みに 黒猫が 

一匹の ぼって いるの が、 目につきました。 

おや！ といった 様子で、 正 夫 は 黒猫 をな がめ まし 

た。 黒猫 はじつ としてい ましたが、 やがて、 頭 を 振り、 

口に 手 を あてました。 何 かの 合図の ようです。 そうだ、 

黒猫ではありません。 チビです。 小さな おかしな 奴で、 

小 悪魔なん かと 呼ばれて る 奴です。 

_ —— な あんだ、 チビ か。 

正 夫 はそう 云いす てて、 軽蔑した ように、 そのまま 

向き を かえ、 内玄関の 方へ やって 行きました。 



が 戻って 来たので す。 

駒 井さん は、 ちょっと 元 気づいて るよう です。 頰に 

も 赤み がさして います。 

「一人で、 退屈だった でしよう。 今 来た ひと、 金子 さ 

んの お母さんで すよ。 金子さん を、 ご存じです かご 

正 夫 はそんな 人 を 知りません。 

「お 話 をき いてみ ると、 感心な かたです よご 

金子と いうの は、 今年、 大学の 法科 を 出た 青年です _ 

時々 芝 田さん のと ころへ も 来た ことがあり、 就職の 世 

話 をた のんで あつたの です。 そのお 母さんと いうの が 



感心で、 或る デバ— トの 裁縫 部に 監督 助手と して 出勤 

していて、 僅かの 遺産で これまで 生活 をして きました。 

でも これから は、 息子の 力に たよらなければ ならない 

状態です。 息子の こと をお 頼みし ますと、 くれぐれも 

云 つ て 帰りました そうです。 

そういう 話 をしながら、 駒 井さん 自身、 いやに しん 

みり しています。 昔の こと を 思い出し てるのでしょう 

ゝ o 

力 

駒 井 菊 子さん が、 女学校の 四 年生の 終り 頃の ことで 

す。 父親が 亡くなって、 一家 は 郷里の 金 沢へ 引上げる 

ことにな りました。 小さな 弟 や 妹 はとに かく、 菊 子 さ 



ていっても、 いいんでしょう。 お宅へ …… 中 根のお ば 

さまへ、 お 電話し といた わご 

正 夫 は、 雨 音 も 消える ようなし いんと した 気持で し 

た。 

「さっき、 度々 電話が かかった でしよう、 あの 時、 御 

主人 はって きくから、 分らない と 答えて、 どなたです 

かと、 何度き いても、 名前 を 云わないで、 いきなり、 

ああ 奥さんで すか、 奥さんで すね、 どうぞよ ろしく… 

…そしてが ちゃりと 電話を切 るんで すよ。 向う の 声 は 

ちがって たけれ ど、 いつも、 奥さん …… 奥さん …… て、 

いやに 丁寧ら しく、 そしてが ちゃりと^ つ てし ま うん 



た。 そして 金子さん の 就職の こと を、 駒 井さん が 繰 返 

し 頼む のに、 ただ 気のない うなずき 方 をして るば かり 

です。 それから 黙った まま、 何の 話 もせず、 眉 根 を 心 

持ちよ せて、 駒 井さん や 正 夫 や 女中の 方 を じろじろ見 

て います。 

いつもの おっと リ した 芝 田さん と は、 少しち がって 

います。 その 半白の 濃い 髪と、 肉附の 多い 口元が、 人 

を 威圧す るよう です。 

「康 平の 奴、 ひどい こと を 云 いやがって、 ひと を 動物 

的 だと …… ご そう 眩いて、 う ふ ふと 含み笑い をして い 
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かと 尋ねました。 少しも 噓 はない と 芝 田さん は 答え ま 

した。 それが きっかけです。 康 平さん は 突然、 拳固で 

卓子 をう ち 叩いて、 ひどく 怒りました。 芝 田さん を 罵 

倒しました。 駒 井さん を 売る 気です か、 金 貸なん かに 

おだてられて、 自弁で 見合なん かさして おいて、 なん 

て ざまです、 そういって fn (概す るんで す。 芝 田さん に 

と つ て は 意外な ことば かりです。 ぶつぶ つ 弁解しょう 

としまし たが、 康 平さん は 耳に も 入れません。 憤慨が 

嵩 じて、 遂に は、 よろしい、 僕が その 負債 を 引受け ま 

しょうと、 出て いってし まいました。 芝 田さん は ぼん 

やり そこに 居残って、 事務員と 碁 をう ちながら、 康平 



だいぶ あるよう です。 本当 はもつ と 複雑な ものなん で 

しょう。 

「それき りかい ご と 正 夫 はきき ました。 

「これまで はいいん だよ。 これから 先が、 僕に は 気に 

いらな いんだ ご 

チビが 気に いらない と 云う こと は、 いつも、 へんに 

曖昧模糊 とした 事柄ば かりです。 こんど もそう です I 

芝 田さん は その 夕方、 銀座 を 歩いて いました。 知人 

の 文学者に 出逢いました。 そして 一緒に、 酒 をのみ ま 

した。 文学の こと や 社会の こと を 話し あい、 酔が ま 
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